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Ⅰ はじめに

小児看護学の授業目的は，主に子どもの健康の維持・増
進を学ぶ小児看護学概論，健康問題をもつ子どもの看護を
学ぶ小児看護学援助論に大別され，様々な健康レベルに応
じた看護について学んでいく。

先行研究では，3～４年次の小児看護学実習に導入した
子育てカレッジ実習の教育評価を分析した。その結果，子
ども及び保護者との関わりをとおして，子どもの成長過程
について学ぶ機会となっていた１）。小児看護学実習での子
育てカレッジでの効果を踏まえ，前段階にある2年次での
小児看護学援助論での活用を検討したいと考えた。

A大学小児看護学は2年次に開講している小児看護学援
助論で，健康を障害された小児に対する援助方法について
理解することを授業目標として挙げている。その一環であ
る「入院中の小児への遊びの援助」の単元では，子ども本
来の遊びの特徴を理解し，安静度に応じた遊び内容を検討
する授業を展開している。この授業に子育てカレッジ見学
演習を導入し，保育の専門職から子どもの遊びの特徴や発
達に応じたおもちゃについて説明を受けることでより遊
びの特徴の理解が深まり，その中で入院中の子どものスト
レス軽減として遊びをとおした具体的な援助方法を考案
できると考えた。

本研究では，小児看護学援助論の「入院中の小児への遊
びの援助」の単元に導入した子育てカレッジ見学演習の学
習成果を明らかにし，今後の教育方法に生かすことを目的
とする。

Ⅰ．研究方法

１）研究デザイン：質的帰納的研究
２）調査対象：2015年度にA大学小児看護学援助論を履修

した学生の子育てカレッジ見学実習後のレポート記録
で本調査に同意が得られた62名分を対象とした。

３）調査時期：2015年12月
４）調査方法及び分析方法：子育てカレッジ見学演習のレ

ポート記録を内容分析する。分析の過程では妥当性を高
めるため，研究者間で繰り返し検討した。

５）倫理的配慮：A大学小児看護学援助論修了後に本研究
に関する説明書を配布する。説明の文書には，研究目的，
内容分析によるデータ処理，匿名性が完全に確保されて
いること，成績には関与しないこと，参加は自由意志で
拒否による不利益は全くないこと，同意が得られない場
合は，データから外すこと，成果について公表すること
を口頭及び文書で説明した。尚，本研究は，A大学倫理
審査委員会の了承（承認番号：106）を受け実施した。

Ⅱ．Ａ大学小児看護学援助論子育てカレッジ見学演習の概

要と事例を用いた遊びの援助

A大学では学内に子育てカレッジが開設されており，常
時子育て支援を専門とした職員からの支援を受けてい
る２）。A大学小児看護学は2年次に開講している小児看護学
援助論で，健康を障害された小児に対する援助方法につい
て理解することを授業目標として挙げている。その一環で
ある「入院中の小児への遊びの援助」の単元では，子ども
本来の遊びの特徴を理解し，安静度に応じた遊び内容を検
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本研究は，小児看護学援助論の授業に導入した子育てカレッジ見学演習の教育評価について明らかにし，今
後の演習授業の改善に役立てることを目的とした。研究方法は，質的帰納的研究である。その結果，【子ども
との関わり方】【子どもの遊びの特徴】【子どもの成長発達過程】【子育てカレッジの施設の特徴】【子育て
カレッジの役割】の6カテゴリ−を抽出した。結果より，学生は，子どもの遊びの特徴や年齢に応じたおもちゃ
の選択に専門職の保育士から説明を受けることで遊びへの理解が深まり，子どもへの関心度が高まっているこ
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討する授業に子育てカレッジ見学演習を導入し，専門職の
保育士から子どもの遊びの特徴や色や形など発達に応じ
たおもちゃについて説明を受けることで，より遊びの特徴
の理解が深まり，具体的な援助方法を考案できることを目
的している。子育てカレッジの見学は，1グループの見学時
間をおもちゃの説明，子どもとの関わりを含めて約30分と
し，2年次生を3グループに分けて実施した。

この見学演習をもとに入院中に行動制限を受ける事例
として「2歳児のネフローゼ症候群」を取り上げた。発達年
齢を2歳児に設定したのは，2語文が話せることや遊びの欲
求が伝えられることである。また，子育てカレッジに比較
的来所が多く，遊び場面を学生が見学可能と思われる年齢
とした。疾患は，治療として安静が必要とされる代表的疾
患として「ネフローゼ症候群」の回復期とした。学生は，予
めネフローゼ症候群に関する基礎的知識として治療，看護

援助について学修し，見学演習に臨んだ。
さらに見学演習後のグーグループワークでは，安静を保

持しながら遊べる内容を具体的に表す名称を考案しなが
ら，季節感も取り入れた遊びカードの提供を検討した。
（図１，表１，表２-１，２-２）。

Ⅲ．結果

レポート記録を分析の結果，【子どもとの関わり方】【子
どもの成長発達過程】【子どもの遊びの特徴】【子育てカ
レッジの施設の特徴】【子育てカレッジの役割】【子ども
への関心度】の6カテゴリー，17サブカテゴリー，407コー
ドで構成されていた（表３-１，３-２）。

以下，【　】カテゴリ−，「　」サブカテゴリ−，＜
＞コ−ドで示す。

１．【子どもとの関わり方】
【子どもとの関わり方】では，「子どもとの距離の持ち

方」で＜最初人見知りをしていた子でも少しずつ近づけば
慣れてくる＞，「子どもの恐怖心を軽減する関わり方」で＜
子どもと話すときは，子どもの目線の高さに合わせること
で子どもの恐怖心をなくすことができる＞，「子どもとの
コミュニケーションの取り方」で＜おもちゃの遊び方を教
えてあげることで，コミュニケーションがとりやすいこと
を学んだ＞などおもちゃをとおした子どもとの関わり方
を学んでいた。

２．【子どもの成長発達過程】
【子どもの成長発達過程】では，「年齢別発達の特徴」

で＜2歳ぐらいになると，意外と物をつかんだりと細やか
な作業ができる＞，「成長発達に必要なしつけ」で＜きち
んといただきますから，ごちそうさままで言えており，食
べた後は後片付けもきちんとできていた＞，「身体・運動
機能の発達の特徴」で＜双子でも体の大きさの違い，2人と
も走ったりと元気良かった＞，「精神・社会的発達の特徴」
で＜母親にくっついて，母親に安心を求めている感じがし
た＞など，実際に関わることにより運動機能などの成長過
程を学んでいた。
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図１．子育てカレッジ見学演習の概要

表１．2歳児のネフローゼ症候群の男児

表２-１．遊びカードの紹介１

表２-２．遊びカードの紹介２



「入院中の小児への遊びの援助」の授業に導入した子育てカレッジ見学演習の教育評価

３．【子どもの遊びの特徴】
【子どもの遊びの特徴】では，「発達に応じた遊び」で＜

2歳児の子どもは一人遊びをする子どもが多かった＞，「絵
本の魅力」で＜乗り物の本を探して，絵や写真を見て喜ん
でいた＞，「年齢に応じたおもちゃの特徴」で＜天井には
モビールなど様々な装飾がされており，音のするものに興
味をもっていた＞，「手作りおもちゃの特徴」で＜手作り
おもちゃが多く，牛乳パックやペットボトルで作られてい
た＞など，子育てカッレジに置かれているおもちゃの特徴
を学んでいた。

４．【子育てカレッジの施設の特徴】
【子育てカレッジの施設の特徴】では，「子どもの特性

を踏まえた施設の特徴」で＜トイレの個室は上から大人が
見られる造りになっていた＞，「感染予防対策」で＜提供
する側は，衛生面でも安心できる環境をつくることが大切
だと思った＞など，子どもが過ごす環境に関心を寄せてい
た。

５．【子育てカレッジの役割】
【子育てカレッジの役割】では，「母親に対する相談機

能としての役割」で＜母親の相談の場になっている＞，「地
域における子育て支援としての役割」で＜母親と子どもた
ちの交流の場であり，とても大きな役割の場と感じた＞な
ど子育て機能の役割を学んでいた。
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表３-１．子育てカレッジ見学の学びの内容（１）
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表３-２．子育てカレッジ見学の学びの内容（２）



６．【学生の子どもへの関心度】
【学生の子どもへの関心度】では，「子どもに対する思

いの肯定的変化」で＜普段子どもと関わる機会が少ないの
で，良い体験の場となり，癒された＞，「子育てカレッジ
実習に対する期待」で＜来年の実習では，もっと子どもと
関わりたい＞など子どもへの関心度が高まっていた。

Ⅳ．考察

１．小児看護学援助論の「入院中の小児への遊びの援助」の
単元に取り入れた子育てカレッジ見学演習の教育評価
小児看護学援助論の「入院中の小児への遊びの援助」の

単元に子育てカレッジ見学演習を導入し分析した結果，
【子どもとの関わり方】【子どもの成長発達過程】【子ど
もの遊びの特徴】の子どもの成長発達に伴う捉え方と【子
育てカレッジの施設の特徴】【子育てカレッジの役割】【子
どもへの関心度】の子育てカレッジの有効性の大きく2つ
視点から捉えていた。

看護学科2年次生の子どもへの関わりの機会は，ボラン
ティア活動など各自の活動などにより経験値にかなり差
がある。見学演習の時間は，30分程度の短時間であるが，そ
の中でも人見知りへの関わり方など具体的に学ぶ機会に
なっている。さらに子どもと共に動くことで活動性などの
運動機能の発達過程や個人差の違いを学べている。

子育てカレッジで発達年齢に応じたおもちゃの特徴を
学ぶことは，置かれている手作りおもちゃ，市販のおもち
ゃだけでなく日常の中で身の回りの物を使って工夫する
など，子どもの生活とおもちゃとの関係を考える機会とな
っている。このことは，おもちゃをとおして子どもにとっ
ての遊びの意義を学ぶ機会になり，子ども本来の生活の中
で遊びは切り離なせない存在として，子どもの支援を考え
る中では，常に意識して関わることを学んだと考える。特
に専門職の保育士からおもちゃの説明として，形や色，大
きさなど具体的に学ぶ意義は大きいと考える。また，絵本
などは，安静が必要な子どもに用いられる遊びの代表的な
ものである。年齢に応じた絵本の提供は，グループワーク
の討論の中でも子ども理解の参考となり，遊びカードにも
取り上げられている。

さらに2年次に子育てカレッジを見学することは，次年
度の領域実習の準備になり，事前に子育てカレッジの意義
について理解する機会になるとともに，小児保健の課題で
ある成長発達への支援について具体的に知る機会になっ
たと考える。

２．行動制限を受けている子どもの事例と子育てカレッジ
見学演習の効果
本研究では，遊び・おもちゃの捉え方，行動制限のある

子どもへの援助の観点からの分析であった。小児看護学援

助論は，主に健康障害をもつ子どもの看護である。そのた
め，医療的援助に偏るが，小児看護学においては子どもの
成長発達の観点から支援を考えていく必要がある。このこ
とは，看護問題を取り上げる時，入院中の子どもは事例に
よっては，行動制限を強いられて入院生活を送ることも多
く，自由に動けないことでストレスが生じ支援が必要とな
る３）４）。そこで，医療的支援だけでなく，療養生活を安楽
に過ごす一つの支援として遊びは密着しており，成長発達
とストレス軽減の２つの視点を持ちながら看護援助を考
えていく必要がある５）。小児看護学援助論では，医療的支
援を中心に学んでいくも，常に成長発達過程にある子ども
にとっては，遊びをとおした観点からの支援が求められ
る。健康な子どもの場合，自由に遊ぶことで創造性を育ん
でいく。入院中の子どもの場合，入院という非日常的環境
の中で生活を送ることは，少なからず制限を強いられる。
また，今回の事例のように疾病的にベッド上での生活が中
心となる場合，限られた空間の中で遊び内容を検討する必
要がある。そのため，ブロック遊びなど活動性が少ないな
がらも子どもの興味を引く遊びの特徴について保育士よ
り説明を聞き，実際のおもちゃに触れる体験ができたこと
は，子どもにとっての遊びの意義を理解する上で有効であ
ったと考える。子どもにとって遊びは，創造性を育むだけ
でなく，現在の精神状態を遊びに表現する場合もある。入
院中の遊びの援助は，遊び場面を通して入院によるストレ
スを早期に発見して介入する一つの看護援助の役割をも
ち，小児看護の特徴でもある。

今回，入院中の子どもの遊びの意義を学ぶ単元の中に，
遊びの特徴や年齢に応じたおもちゃの選択に専門職の保
育士からの説明をとおして，発達年齢と遊びとの関係を意
識することで，より2歳児ネフローゼ症候群の遊びへの理
解が深まり，季節感を取り入れたベッド上で遊べる手遊び
を中心とする内容を検討することができたと考える。さら
に体験的に学ぶことは，より子どもへの関心度が高まって
おり，3年次に始める小児看護学実習への関心も強まって
いることが明らかとなった。

今後の課題として，2年次に導入した子育てカレッジ見
学演習の小児看護学実習への有効性について検討してい
きたい。
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